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(57)【要約】
　無線送受信装置におけるフィードバックの方法は、Ｐ
ＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、(ＰＭ
Ｉ)を誤り検査してＥＣ(error check)ビットを生成する
こと、ＰＭＩビットＥＣビットを符号化すること、およ
びＰＭＩおよびＥＣビットを送信することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であって、
　ＰＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、
　前記ＰＭＩを誤り検査してＥＣ(error check)ビットを生成すること、
　前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを符号化すること、および
　前記符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットを送信すること
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化することをさらに備えることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、前記ＥＣビットを生成すること
をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭＩグループに結合されるこ
と、および
　前記結合されたＥＣを、対応するＰＭＩグループを用いて符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭＩグループに結合されるこ
と、および
　前記ＰＭＩグループの符号化の後に前記ＥＣを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　複数の符号化機能を提供することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれが、前記
複数のＰＭＩグループの１つと関連付けられること、および
　関連付けられた符号化機能を用いて、前記複数のＰＭＩグループおよび関連付けられた
ビットを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　ＰＭＩグループの数は、ＥＣビットの数に等しいことを特徴とする請求項３に記載の方
法。
【請求項８】
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および
　前記ＥＣビットを用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および
　前記ＥＣビットとは別に前記複数のＰＭＩグループを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　制御インデックスを提供すること、
　前記制御インデックスを誤り検査して２番目のＥＣビットを生成すること、および
　前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを、前記制御インデックスおよび前記２番目のＥＣビ
ットを用いて符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
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　誤り検出信号を提供すること、および
　前記ＰＭＩ、前記制御インデックス、前記ＥＣビット、前記２番目のＥＣビットおよび
前記誤り検出信号を符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号であるこ
とを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であって、
　ＰＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、
　制御インデックスを提供すること、
　前記ＰＭＩおよび前記制御インデックスを誤り検査して、ＥＣ(error checking)ビット
を生成すること、および
　前記ＰＭＩ、前記制御インデックスおよびＥＣビットを符号化すること
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記符号化されたＰＭＩ、制御インデックスおよびＥＣビットを基地局に送信すること
をさらに備えることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記制御インデックスは、ＣＱＩ(channel quality index)であることを特徴とする請
求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　ＰＭＩ(precoding matrix index)を判定し、前記（ＰＭＩ）を誤り検査してＥＣ(error
 check)ビットを生成し、および前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビット符号化するように構成
されたプロセッサと、
　前記符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットを送信するように構成された送信器と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ(wireless transmit/receive unit)。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化するようにさらに構成
されることを特徴とする請求項１６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、前記ＥＣビ
ットを生成するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つがそれぞれのＰＭＩグループに結合され、およ
び
　前記対応するＰＭＩグループを用いて前記結合されたＥＣビットを符号化するようにさ
らに構成されることを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つがそれぞれのＰＭＩグループに結合され、およ
び
　前記ＰＭＩグループを符号化した後に前記ＥＣビットを符号化するようにさらに構成さ
れることを特徴とする請求項１７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記プロセッサは、
　複数の符号化機能を判定することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれは、前記
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複数のＰＭＩグループの１つと関連付けられ、および
　前記複数のＰＭＩグループおよび関連付けられたＥＣビットのそれぞれを、関連付けら
れた符号化機能を用いて符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項２０
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　ＰＭＩグループの数は、ＥＣビットの数に等しいことを特徴とする請求項１９に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
　前記ＥＣビットを用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
　前記ＥＣビットとは別に前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２５】
　前記プロセッサは、
　制御インデックスを判定し、
　前記制御インデックスを誤り検査して２番目のＥＣビットを生成し、および
　前記制御インデックスおよび前記２番目のＥＣビットを用いて前記ＰＭＩおよび前記Ｅ
Ｃビットを符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１６に記載のＷＴ
ＲＵ。
【請求項２６】
　前記プロセッサは、
　誤り検出信号を判定し、および
　前記ＰＭＩ、前記制御インデックス、前記ＥＣビット、前記２番目のＥＣビットおよび
前記誤り検出信号を符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項２５に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項２７】
　前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号であるこ
とを特徴とする請求項２６に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２８】
　ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であって、
　フィードバックビットを提供すること、
　前記フィードバックビットを誤り検査して、ＥＣ(error check)ビットを生成すること
、
　前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットを符号化すること、および
　前記符号化されたフィードバックビットおよびＥＣビットを送信すること
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２９】
　複数のフィードバックビットをフィードバックグループにグループ化することをさらに
備えることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記複数のフィードバックグループのそれぞれを誤り検査して、前記ＥＣビットを生成
することをさらに備えることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記フィードバックビットは、ＰＭＩ(precoding matrix index)を備えることを特徴と
する請求項２８に記載の方法。
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【請求項３２】
　前記フィードバックビットは、ＣＱＩ(channel quality index)を備えることを特徴と
する請求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　前記フィードバックビットは、ランクを備えることを特徴とする請求項２８に記載の方
法。
【請求項３４】
　前記フィードバックビットは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)を備
えることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３５】
　前記ＥＣビットは、ＣＲＣ(cyclic redundancy check)を備えることを特徴とする請求
項２８に記載の方法。
【請求項３６】
　前記フィードバックビットを用いて前記ＥＣビットを符号化することをさらに備えるこ
とを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項３７】
　前記ＥＣビットとは別に前記ＥＣビットを符号化することをさらに備えることを特徴と
する請求項２８に記載の方法。
【請求項３８】
　前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットを単一のＴＴＩ(transmission time i
nterval)において送信することをさらに備えることを特徴とする請求項２８に記載の方法
。
【請求項３９】
　前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットを別々のＴＴＩにおいて送信すること
をさらに備えることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットの一部を単一のＴＴＩにおいて送信す
ることをさらに備えることを特徴とする請求項２８に記載の方法。
【請求項４１】
　前記複数のフィードバックグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生
成することであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのフィードバックグルー
プに結合され、および
　前記フィードバックグループの符号化の後に前記ＥＣビットを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項４２】
　複数の符号化機能を提供することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれは、前記
複数のフィードバックグループの１つと関連付けられ、および
　関連付けられた符号化機能を用いて前記複数のフィードバックグループおよび関連付け
られたＥＣのそれぞれを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項４１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ(Third Generation Partnership Project)ＬＴＥ(Long Term Evolution)プロ
グラムの目的は、スペクトル効率を改善し、待ち時間を短縮し、無線リソースを有効に利
用して、高速化したユーザ体験と豊富なアプリケーションを提供し、サービスをユーザに
低コストで提供するために、無線通信システムにおける設定および構成を行う新しい技術
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、新しいアーキテクチャ、および新しい方法を開発することである。
【０００３】
　無線通信システムは、通常、アップリンクおよびダウンリンクの通信を可能にするため
のフィードバックシグナリングを要求する。例えば、ＨＡＲＱ(hybrid automatic retran
smission request)を可能にするためには、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowle
dge)フィードバックを要求する。ＡＭＣ(adaptive modulation and coding)は、受信器か
らのＣＱＩ(channel quality index)フィードバックを要求する。ＭＩＭＯ(Multiple Inp
ut/Multiple Output)システムまたは前置符号化は、ランクおよび／または受信器からの
ＰＭＩ(precoding matrix Index)フィードバックを要求する。典型的には、この種類のフ
ィードバックシグナリングは、符号化によって保護されているので、フィードバックシグ
ナリングは、誤り検査(error checking)または誤り検出機能(error detection)を有して
いない。しかしながら、有効なシグナリングは、進化したＵＭＴＳ(universal mobile te
lephone system)Ｅ－ＵＴＲＡＮ(terrestrial radio access network)にとって不可欠で
ある。ＥＣ(error check)および誤り検出機能をフィードバック制御シグナリングに付加
することは、より進化したアプリケーションを可能にする。ＥＣ(error check)および誤
り検出機能は、進化したシグナリングスキーマ、進化したＭＩＭＯのリンク性能、システ
ムオーバーヘッドの減少、およびシステム機能の増大を可能にする。
【０００４】
　フィードバック制御シグナリングの誤り検出および誤り検査機能を要求するアプリケー
ションの例は、前置符号化情報の検証である。前置符号化情報の検証を用いて、ノードＢ
において使用される前置符号化情報についてＷＴＲＵに通知して、ＷＴＲＵによって示さ
れる前置符号化の効果を含む効率のよいチャネルを、ＷＴＲＵによって再構成することが
できる。これには、前置符号化、ビーム形成などを使用したＭＩＭＯシステムの正確なデ
ータ検出が要求される。
【０００５】
　ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)は、ＰＭＩ(precoding matrix index)また
はアンテナ重み付け値をＢＳ(base station)またはｅＮＢ(Node B)にフィードバックでき
る。ｅＮＢにおいて使用される前置符号化行列をＷＴＲＵに通知するために、ｅＮＢは、
検証メッセージをＷＴＲＵに送信することができる。ＷＴＲＵがｅＮＢへのフィードバッ
クとして信号を送る各行列は、ＰＭＩ＿ｊ１、ＰＭＩ＿ｊ２、・・・ＰＭＩ＿ｊＮで表示
され、Ｎはマトリクスの総数に等しい整数値とすることができる。ｅＮＢは、ＰＭＩ＿ｋ
１、ＰＭＩ＿ｋ２、・・・ＰＭＩ＿ｋＮで表示されたＮ　ＰＭＩについての情報を含む検
証メッセージをＷＴＲＵに送信することができる。
【０００６】
　各ＰＭＩは、Ｌビットで表示される。Ｌの値は、ＭＩＭＯ(multiple input/multiple o
utput)のアンテナ構成およびコードブックサイズによって決まる。
【０００７】
　通信リソースを、ＷＴＲＵに割り当てることができる。ＲＢ(resource block)は、Ｍサ
ブキャリアで構成され、例えば、Ｍ＝１２で、Ｍは正の整数である。ＲＢＧ(resource bl
ock group)またはサブバンドは、Ｎ＿ＲＢ　ＲＢｓを含み、Ｎ＿ＲＢは、例えば、２、４
、５、６、１０、２５以上に等しい。システムの帯域は、帯域のサイズ、およびＲＢＧま
たはサブバンド当たりのＮ＿ＲＢ値によって決まる、１または複数のＲＢＧまたはサブバ
ンドを有することができる。
【０００８】
　ＷＴＲＵは、ＲＢＧまたはサブバンドを構成する各々のＲＢＧまたはサブバンドごとに
１つのＰＭＩをフィードバックすることができる。用語ＲＢＧおよびサブバンドは、互い
に使用できる。Ｎ≦Ｎ＿ＲＧＢのＮ　ＲＢＧを、フィードバックおよび報知する目的でＷ
ＴＲＵに構成されるまたはＷＴＲＵによって選択することができる。Ｎ　ＲＢＧまたはサ
ブバンドがＷＴＲＵに構成されるまたはＷＴＲＵによって選択される場合、ＷＴＲＵは、
Ｎ　ＰＭＩをｅＮＢにフィードバックする。ｅＮＢは、Ｎ　ＰＭＩで構成される検証メッ
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セージをＷＴＲＵに送信することができる。
【０００９】
　Ｎ＿ＰＭＩを、ＰＭＩを表すビット数にする。ＷＴＲＵ　ＰＭＩフィードバックのビッ
ト総数は、Ｎ×Ｎ＿ＰＭＩである。ＷＴＲＵ　ＰＭＩフィードバックのビット最大数は、
フィードバックインスタンス当たりＮ＿ＲＢＧ×Ｎ＿ＰＭＩビットである。直接前置符号
化検証スキーマが使用される場合、ＰＭＩ検証メッセージの最大ビット数は、検証メッセ
ージ当たりＮ＿ＲＢＧ×Ｎ＿ＰＭＩビットである。
【００１０】
　表１は、Ｎ＿ＰＭＩ＝５ビットと仮定した、ＷＴＲＵ　ＰＭＩのフィードバックおよび
シグナリングのビット数を示す。数値は、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、および２０ＭＨｚ帯域
にまとめられる。２行目の、Ｎ＿ＲＢは、ＲＢＧまたはサブバンド当たりのＲＢ数であり
、２０ＭＨｚでは２から１００までの範囲である。３行目の、帯域当たりのＮ＿ＲＢＧは
、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、または２０ＭＨｚ当たりのＲＢＧまたはサブバンドの数値であ
る。Ｎ＿ＲＢＧの値は、１から５０までの範囲である。４行目は、フィードバックインス
タンス当たりのＷＴＲＵ　ＰＭＩフィードバックシグナリングに使用されるビットの総数
である。これは、周波数選択性前置符号化フィードバックまたは複合ＰＭＩフィードバッ
クを対象としている。
【００１１】
【表１】

【００１２】
　上記の表に示したように、ＰＭＩフィードバックおよびＰＭＩ検証は、フィードバック
インスタンス当たりおよび検証メッセージ当たり２５０ビット以上を要求する。
【００１３】
　フィードバックエラーは、リンクおよびシステムの性能を著しく低下させる。フィード
バックが誤り検査（例えば、チャネル符号化）を用いて保護されることが望ましい。さら
に、フィードバックシグナリングに誤りがあるかどうかを認識することは、誤ったフィー
ドバック情報を避けることができるので、リンク性能などのシステム性能を向上させる。
さらに、フィードバックシグナリングに誤りがあるかどうかを認識することは、符号化確
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認およびスキーマ表示などの進化したシグナリングスキーマおよびアプリケーションの使
用を可能にする。前置符号化確認を送信して、フィードバックシグナリングに誤りがない
かどうかについて、フィードバックシグナリングの正確さを確認することができる。
【００１４】
　単一ビットまたは連続ビットは、前置符号化の確認（confirmation）に使用することが
でき、一部のアプリケーションにとって十分である。確認を用いた前置符号化検証などの
進化したシグナリングの使用は、シグナリングオーバーヘッドを著しく減少させる。従っ
て、誤り検査および誤り検出が望ましい。
【発明の概要】
【００１５】
　無線通信システムにおけるフィードバックタイプのシグナリング誤り検査、誤り検出、
および誤り防御の方法および装置が開示される。フィードバックタイプのシグナリングは
、ＣＱＩ(channel quality index)、ＰＭＩ(precoding matrix index)、ランクおよび／
またはＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)を含むことができる。本開示は
、ＰＭＩの提供、ＥＣ(error check)ビットの生成、ＰＭＩおよびＥＣビットの符号化、
および符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットの送信を含む方法を行うＷＴＲＵ(wireless 
transmit receive unit)を含む。その方法は、ＣＱＩ、ランク、ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの
他のフィードバック情報に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　より詳細な理解は、一例として添付図とともに与えられた以下の説明から得ることがで
きる。
【図１】複数のＷＴＲＵおよびｅＮＢを含む無線通信システムを示す図である。
【図２】図１の無線通信システムのＷＴＲＵおよびｅＮＢの機能的ブロック図である。
【図３】一実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィードバックの
ブロック図である。
【図４】別の実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィードバック
のブロック図である。
【図５】代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィードバッ
クのブロック図である。
【図６】別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィード
バックのブロック図である。
【図７】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフ
ィードバックのブロック図である。
【図８】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフ
ィードバックのブロック図である。
【図９】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩお
よびＣＱＩのフィードバックのブロック図である。
【図１０】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩ
およびＣＱＩのフィードバックのブロック図である。
【図１１】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩ
、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックのブロック図である。
【図１２】さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩ
、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下を参照する場合、用語「ＷＴＲＵ(wireless transmit/receive unit)」は、ＵＥ(u
ser equipment)、移動局、固定式または移動式の加入者装置、ポケットベル、携帯電話機
、ＰＤＡ(personal digital assistant)、コンピュータ、または無線環境において動作で
きる任意の他の種類のユーザ装置を含むが、これに限らない。以下を参照する場合、用語
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「基地局」は、ノードＢ、サイトコントローラ、ＡＰ(access point)、または無線環境に
おいて動作できる任意の他の種類のインタフェース装置を含むが、これに限らない。
【００１８】
　図１に、複数のＷＴＲＵ１１０および１つのｅＮＢ１２０を含む無線通信システム１０
０を示す。図１に示したように、ＷＴＲＵ１１０は、ｅＮＢ１２０との通信を行う。図１
に３つのＷＴＲＵ１１０および１つのｅＮＢ１２０を示すが、無線通信システム１００に
おいて、無線装置と有線装置との任意の組み合わせを含むことができることに留意された
い。
【００１９】
　図２は、図１の無線通信システム１００のＷＴＲＵ１１０およびｅＮＢ１２０の機能的
ブロック図２００である。図２に示したように、ＷＴＲＵ１１０は、ｅＮＢ１２０との通
信を行う。ＷＴＲＵ１１０は、フィードバック信号および制御信号をｅＮＢ１２０に送信
するように構成される。ＷＴＲＵはまた、ｅＮＢからフィードバック信号および制御信号
を受信して、ｅＮＢに送信するように構成される。ｅＮＢとＷＴＲＵの両方は、変調され
て符号された信号を処理するように構成される。
【００２０】
　典型的なＷＴＲＵに見られるコンポーネントに加えて、ＷＴＲＵ１１０は、プロセッサ
２１５、受信器２１６、送信器２１７、およびアンテナ２１８を含む。受信器２１６およ
び送信器２１７は、プロセッサ２１５との通信を行う。アンテナ２１８は、受信器２１６
と送信器２１７の両方との通信を行って、無線データの送受信を容易にする。
【００２１】
　典型的なｅＮＢに見られるコンポーネントに加えて、ｅＮＢ１２０は、プロセッサ２２
５、受信器２２６、送信器２２７、およびアンテナ２２８を含む。受信器２２６および送
信器２２７は、プロセッサ２２５との通信を行う。アンテナ２２８は、受信器２２６と送
信器２２７の両方との通信を行って、無線データの送受信を容易にする。
【００２２】
　ＷＴＲＵは、フィードバック信号（例えば、ＰＭＩフィードバック）をｅＮＢに送信す
ることができる。ＥＣ(error check)（例えば、ＣＲＣ(Cyclic Redundancy Check)）ビッ
トを、フィードバック信号（例えば、ＰＭＩフィードバック）に結合することができる。
フィードバック信号（例えば、ＰＭＩ）とＥＣビットの両方を、送信する前に符号化する
ことができる。フィードバック信号は、ＰＭＩ、ＣＱＩ、ランク、ＡＣＫ／ＮＡＣＫまた
は他の種類のフィードバック信号を含むことができる。本開示がＰＭＩビット、ＣＱＩビ
ット、ＥＣビットなどを参照する一方で、当業者は、ＰＭＩフィードバック、ＣＱＩフィ
ードバック、および誤り検査および誤り訂正は、ほとんどの場合、複合ビットとすること
ができることを当業者は認知できる。ＰＭＩまたはＣＱＩなどのフィードバック信号が例
示として用いられるが、他の種類のフィードバック信号も使用できる。
【００２３】
　異なるタイプのチャネルを、フィードバックタイプの信号を送信して運ぶために使用で
きる。例えば、制御タイプのチャネルとデータタイプのチャネルの両方を使用して、フィ
ードバックタイプの信号を運ぶことができる。制御タイプのチャネルの例は、ＰＵＣＣＨ
(physical uplink control channel)である。データタイプのチャネルの例は、ＰＵＳＣ
Ｈ(physical uplink shared channel)である。しかしながら、当業者は、本明細書に開示
される方法および装置がチャネルの選択に左右されないことを認知する。
【００２４】
　ＰＭＩおよびＥＣビットを、データビットの有無にかかわらず互いに符号化することが
できる。データタイプのチャネルと制御タイプのチャネルの両方を使用して、フィードバ
ック信号およびＥＣビットを送信することができる。例えば、データタイプのチャネル（
例えば、ＰＵＳＣＨ(physical uplink shared channel)）を使用して、ＰＭＩおよびＥＣ
ビットを送信することができる。制御タイプのチャネル（例えば、ＰＵＣＣＨ(physical 
uplink control channel)）を使用して、ＰＭＩおよびＥＣビットを送信することもでき
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る。
【００２５】
　あるいは、ＰＭＩおよびＥＣビットは、１番目の符号化スキーマを用いて符号化でき、
データビットは、２番目の符号化スキーマを用いて符号化できる。それぞれの符号化スキ
ーマは、異なってよい。例えば、畳み込み符号化またはリードミュラー符号化は、フィー
ドバックタイプの信号に使用でき、ターボ符号化は、データタイプの信号に使用できる。
あるいは、符号化スキーマを同じにすることができるが、異なるパラメータおよびフィー
ドバックタイプの信号とデータタイプの信号に対して異なる誤り率要求の設定を用いるこ
とができる。データタイプのチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）を使用して、ＰＭＩおよび
ＥＣビットを送信することができる。制御タイプのチャネル（例えば、ＰＵＣＣＨ）を使
用して、ＰＭＩおよびＥＣビットを送信することもできる。
【００２６】
　グループ化がフィードバックタイプのシグナリングに使用される場合、ＰＭＩおよびＥ
Ｃビットをグループごとに別々に符号化することができる。
【００２７】
　すべてのＰＭＩおよび／またはＥＣビットを、同時にフィードバックまたは報知（repo
rt）することができる。例えば、すべてのＰＭＩおよび／またはＥＣビットを、同じＴＴ
Ｉ(transmission time interval)において報知することができる。あるいは、フィードバ
ックタイプのビットおよび誤り検査ビットは、異なる時間に報知できる。例えば、ＰＭＩ
および／またはＥＣビットを、グループに分割することができ、異なるＴＴＩにおいて報
知することができる。
【００２８】
　例えば、ＣＲＣ(cyclic redundancy check)などの、誤り検査および誤り検出方法を使
用できる。ＣＲＣが使用される場合、例えば、２４ビットＣＲＣまたは１６ビットＣＲＣ
とすることができる。ＣＲＣのビット長は、さまざまにでき、使用される実際のビット長
は、設計上の選択によって異なる。
【００２９】
　ＣＲＣビットをフィードバックタイプの信号に結合し、データタイプのチャネル上で送
信し、フィードバックタイプの信号ビットおよびＣＲＣビットを運ぶことができる。フィ
ードバックタイプの信号は、例えば、ＰＭＩ、ＣＱＩ、ランクまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫと
することができる。データタイプのチャネルは、例えば、ＰＵＳＣＨとすることができる
。データタイプのチャネルは、大容量を有し、比較的多数のビットに対応することができ
る。従って、ＣＲＣは、例えば、２４ビットＣＲＣ、１６ビットＣＲＣまたは他のビット
長のＣＲＣとすることができる。長いビット長のＣＲＣを使用するのは、より良い誤り検
査を提供するのに好適である。このことは、ＣＲＣビットの付加が原因の付加的オーバー
ヘッドを加えることがあるが、ＰＵＳＣＨは、多数のビットを処理するための容量を有す
ることができる。ＰＵＳＣＨなどのデータチャネルを使用して、単一のＴＴＩにおいてＰ
ＭＩ、ＣＱＩ、ランクおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫなどのフィードバック信号の送信が可能に
なる。従って、より良い誤り検査機能を提供する、長いビット長のＣＲＣを用いたフィー
ドバックタイプの信号を実装することができる。
【００３０】
　あるいは、ＣＲＣビットをフィードバックタイプの信号に結合して、制御タイプのチャ
ネル上で送信できる。ＣＲＣは、２４ビットＣＲＣ、１６ビットＣＲＣまたは他のビット
長のＣＲＣとすることができる。典型的には、制御タイプのチャネルは、多数のビットを
運ぶための大容量を有しない。ＣＲＣビットおよびフィードバックタイプの信号を送信す
るために、送信を分割して、複数回送信できる。ＰＭＩフィードバック信号を分割して、
複数のＴＴＩにおいて送信することができる。例えば、すべてのフィードバック信号が送
信されるまで、１つのＰＭＩを各ＴＴＩにおいて送信することができる。ＣＱＩまたは他
のフィードバック信号は、同じ方法で処理することができる。
【００３１】
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　ＰＭＩ、ＣＱＩおよび／または他のフィードバックタイプの信号は、異なる時間または
異なるＴＴＩに別々に送信することができる。一般的に、制御タイプのチャネル（例えば
、ＰＵＣＣＨ）は、毎回多数のビットを運ぶことができないので、送信する必要のある多
数のフィードバックビットがある場合、フィードバックビットは、グループに分けるまた
は分割することができる。各グループを、１つずつ報知することができる。各フィードバ
ックインスタンスは、単一ＰＭＩ、ＣＱＩ、他のフィードバック信号、またはフィードバ
ック信号の組み合わせを含むことができる。ＣＲＣを、（同じＴＴＩにおいて）ＰＭＩま
たはＣＱＩと同時にフィードバックまたは送信することができる。あるいは、ＣＲＣは、
ＰＭＩまたはＣＱＩとは別にフィードバックまたは送信することができる。つまり、ＣＲ
Ｃを、ＰＭＩまたはＣＱＩが送信される時間またはＴＴＩとは異なる時間または異なるＴ
ＴＩにおいて送信することができる。ＣＲＣは、セグメントまたはグループに分けること
もでき、各ＣＲＣセグメントを、同じ時間または同じＴＴＩにおいてフィードバック信号
を用いて送信またはフィードバックすることができる。各ＣＲＣセグメントを、異なる時
間または異なるＴＴＩにおいて送信することもできる。
【００３２】
　フィードバック信号に結合されたＣＲＣを使用して、１つのＰＭＩおよび／または１つ
のＣＱＩなどの単一のフィードバック信号に適用させることができる。この単一のフィー
ドバックスキーマは、周波数選択性ではないフィードバックまたは広帯域フィードバック
（全帯域当たりまたは構成された全帯域当たり１フィードバック）が用いられた場合に使
用することができる。
【００３３】
　例えば、（シングルビットのパリティチェックを含む）パリティチェックまたはブロッ
クパリティチェックなどの他の誤り検査または誤り検出方法も使用してよい。本明細書の
開示は、当業者によって認知されるように、どれか１つの特定の誤り検査スキーマに限定
されない。
【００３４】
　例えば、畳み込み符号化、リードソロモン符号化またはリードミュラー符号化などの符
号化スキーマを使用してよい。例えば、ターボ符号化およびＬＤＰＣ(low density parit
y check)符号などの他の符号化スキーマも考慮してよい。フィードバックがデータタイプ
のチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ(physical uplink shared channel)）によって送信され
る場合、データタイプのチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）が多数のビットの送信を可能に
するため、畳み込み符号化またはブロック符号化が適している。リードミュラー符号化ま
たはリードソロモン符号化も、これらの符号化スキーマによって適度な数のビットを符号
化するのでそれに適している。本明細書の開示は、当業者によって認知されるように、ど
れか１つの特定の符号化スキーマに限定されない。
【００３５】
　図３は、一実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィードバック
のブロック図３００である。ＰＭＩ＿１　３０２、ＰＭＩ＿２　３０４、ＰＭＩ＿３　３
０６からＰＭＩ＿Ｎ-１　３０８までおよびＰＭＩ＿Ｎ　３１０などで構成された複数の
ＰＭＩを図３に示す。ＥＣビット３１２は、ＰＭＩ信号３１６に結合される。ＥＣビット
３１２は、２４ビット長、２０ビット長または１６ビット長のＣＲＣとすることができる
。ＣＲＣの他のビット長も使用されてよい。ＰＭＩビット（３０２－３１０）およびＥＣ
ビット３１２は、送信する前にチャネル符号化機能３１４によって符号化される。チャネ
ルの符号化は、すべてのＰＭＩおよびＥＣに対して一緒に行うことができる。一緒に符号
化されたＰＭＩおよびＥＣを、同時にまたは同じＴＴＩにおいて送信することができる。
一緒に符号化されたＰＭＩおよびＥＣを、異なる時間または異なるＴＴＩにおいて送信す
ることができる。あるいは、チャネルの符号化は、ＰＭＩおよびＥＣごとか、またはＰＭ
ＩおよびＥＣのグループごとに別々に行うことができる。ＥＣビットは、セグメントに分
けることができ、ＥＣビットの各セグメントは、チャネルを別々に符号化し、送信するこ
とができる。
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【００３６】
　例えば、整数「Ｎ」のＰＭＩがある場合、例えば、２４ビットＣＲＣを使用すると、各
ＰＭＩは、４ビットになり、各ＥＣは、２４ビットになる。ビット総数は、４Ｎ＋２４ビ
ットになる。ビットの総数を、（例えば、畳み込み符号化などの）チャネルの符号化を使
用して一緒に符号化することができる。符号化されたビットを、単一のＴＴＩにおいて一
度に送信またはフィードバックすることができる。符号化されたビットの総数も、いくつ
かの異なる時間、または異なるＴＴＩにおいて送信またはフィードバックすることができ
る。例えば、符号化されたビットを、整数「Ｍ」の回数でＭ異なるＴＴＩにおいて送信で
きる。各ＴＴＩは、（４Ｎ＋２４）／Ｍの元の情報とＣＲＣビットとを送信してよい。各
ＴＴＩにおける（４Ｎ＋２４）／Ｍの元の情報およびＣＲＣビットは、ＰＭＩビットおよ
び／またはＣＲＣビットを含んでよい。ＴＴＩがＰＭＩビットとＣＲＣビットの組み合わ
せを含む場合、４Ｎ／Ｍ　ＰＭＩビットおよび２４／Ｍ　ＣＲＣビットは、単一のＴＴＩ
に含まれてよい。Ｍ＝Ｎの場合、４ＰＭＩビットおよびＣＲＣビットの端数の部分を、単
一のＴＴＩにおいて送信することができる。
【００３７】
　あるいは、２４ビットＣＲＣは、６つのセグメントに分けられ、各セグメントが４ビッ
トを有し、ＰＭＩ内と同数のビットとすることができる。各ＰＭＩと各ＣＲＣセグメント
を、ＴＴＩにおいて、別々にまたは一緒に符号化して送信することができる。
【００３８】
　ＥＣビット３１２は、例えば、ＣＲＣとすることができる。チャネル符号化機能３１４
は、例えば、畳み込み符号化とすることができる。パリティチェックなどの誤り検査およ
び誤り検出方法も使用することができ、例えば、リードミュラー符号化またはリードソロ
モン符号化などの他のチャネル符号化方法も使用することができる。
【００３９】
　各ＰＭＩは、サブバンド、ＲＧＢ、サブバンドのグループまたは広帯域のグループにつ
いての前置符号化情報を表すことができる。例えば、ＰＭＩ＿１は、広帯域ＰＭＩ（全帯
域の「平均的な」前置符号化情報）とすることができ、ＰＭＩ＿２からＰＭＩ＿Ｎまでは
、各ＰＭＩがサブバンド、およびＲＢＧ、またはサブバンドのグループの前置符号化情報
に対応する、サブバンドＰＭＩまたは平均化されたＰＭＩとすることができる。
【００４０】
　同様にＣＱＩおよび他のフィードバックタイプの信号を、これまで説明されたように、
誤り検査機能を用いて、ＣＲＣの結合、チャネルの符号化および送信によって付加するこ
とができる。
【００４１】
　ＰＭＩフィードバックシグナリングと、ＰＭＩのグループごとに別々にした誤り検査と
を組み合わせてグループにすることができる。ＥＣビットを、チャネルの符号化の前にＰ
ＭＩの各グループに結合することができる。
【００４２】
　図４は、別の実施形態にかかる、誤り検査および誤り検出を用いたＰＭＩフィードバッ
クのブロック図４００であり、ＰＭＩ＿１　４０２、ＰＭＩ＿２　４０４、およびＰＭＩ
＿３　４０６が一緒にグループ化されて、１番目の誤り検査ＥＣ（１）４０８が結合され
る。ＰＭＩ＿４　４１０、ＰＭＩ＿５　４１２、およびＰＭＩ＿６　４１４が一緒にグル
ープ化されて、ＥＣ（２）４１６に結合される。ＰＭＩ＿Ｎ－２　４１８、ＰＭＩ＿Ｎ－
１　４２０、およびＰＭＩ＿Ｎ　４２２が一緒にグループ化されて、ＥＣ（Ｇ）４２４に
結合される。ＰＭＩ（４２０－４０６、４１０－４１４、４１８－４２２）およびＥＣ４
０８、４１６、４２４が、チャネル符号化機能４２６によって符号化される。
【００４３】
　前述のように、ＥＣは、ＣＲＣとすることができる。誤り検査、誤り検出および誤り訂
正の方法は、符号化されるビット総数に基づいて選択できる。例えば、ＥＣは、短いまた
は長いビット長のＣＲＣ、単一パリティビットまたはブロックパリティチェックビットを
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使用できる。例えば、進化したパリティチェックなどの他の誤り検査、誤り訂正および誤
り検出方法が使用されてもよい。
【００４４】
　チャネル符号化機能は、例えば、畳み込み符号化またはリードソロモン符号化を使用で
きる。ブロック符号化、ターボ符号化またはＬＤＰＣなどの他のチャネル符号化方法も使
用されてよい。
【００４５】
　ＰＭＩは、いくつかのグループに分けることができ、ＰＭＩのグループを、異なるＴＴ
Ｉ(transmission time intervals)において送信することができる。ＰＭＩのグループを
、単一のＴＴＩにおいて送信することができる。各グループを、チャネル符号化の後に報
知することができる。これは、複数のＰＭＩの周波数選択性フィードバック・レポーティ
ングと呼ばれる。ＣＱＩ、ランク、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号も、周波数選択性に基づ
いてフィードバックまたは報知することができる。
【００４６】
　ＰＭＩ＿１　４０２、ＰＭＩ＿２　４０４、ＰＭＩ＿３　４０６およびＥＣ（１）４０
８を、例えば、ＴＴＩ（１）などの単一のＴＴＩにおいて報知することができる。ＰＭＩ
＿４　４１０、ＰＭＩ＿５　４１２、ＰＭＩ＿６　４１４およびＥＣ（２）４１６を、例
えば、ＴＴＩ（２）などの２番目のＴＴＩにおいて報知することができる。ＰＭＩ＿Ｎ－
２　４１８、ＰＭＩ＿Ｎ－１　４２０、ＰＭＩ＿Ｎ　４２２およびＥＣ（Ｇ）４２４を、
例えば、ＴＴＩ（Ｇ）などの別のＴＴＩにおいて報知することができる。
【００４７】
　誤り検出または誤り検査機構が動作しない場合または誤り検出または誤り検査機能が除
去された場合、ＥＣビットを結合することができない。その場合、ＰＭＩグループ１（Ｐ
ＭＩ＿１　４０２、ＰＭＩ＿２　４０４、ＰＭＩ＿３　４０６）を、ＴＴＩ（１）におい
て報知でき、ＰＭＩグループ２（ＰＭＩ＿４　４１０、ＰＭＩ＿５　４１２、ＰＭＩ＿６
　４１４）を、ＴＴＩ（２）において報知でき、ＰＭＩグループＧ（ＰＭＩ＿Ｎ－２　４
１８、ＰＭＩ＿Ｎ－１　４２０、ＰＭＩ＿Ｎ　４２２）を、ＴＴＩ（Ｇ）において報知す
ることができる。報知（reporting）は、ＥＣビットの有無にかかわらず起きることがあ
る。
【００４８】
　図５は、代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィードバ
ックのブロック図である。誤り検査ビットＥＣ（１）５０８は、ＰＭＩ＿１　５０２、Ｐ
ＭＩ＿２　５０４およびＰＭＩ＿３　５０６に使用される。誤り検査ビットＥＣ（２）５
１６は、ＰＭＩ＿４　５１０、ＰＭＩ＿５　５１２およびＰＭＩ＿６　５１４に使用され
、誤り検査ビットＥＣ（Ｇ）５２８は、ＰＭＩ＿Ｎ－２　５２２、ＰＭＩ＿Ｎ－１　５２
４およびＰＭＩ＿Ｎ　５２６に使用される。ＰＭＩおよびＥＣビットは、送信する前にチ
ャネル符号化機能５４０によって符号化される。
【００４９】
　別の実施形態において、ＰＭＩは、グループに分けることができ、各グループが、関連
付けられた誤り検出値および誤り検査値を有する。各グループのフィードバックシグナリ
ングおよび誤り検査は、別々に符号化される。符号化されたフィードバックビットおよび
ＥＣビットを、同じＴＴＩまたは異なるＴＴＩにおいて送信することができる。各ＰＭＩ
グループは、それに関連付けられたＥＣを有し、個別に符号化される。
【００５０】
　図６は、他の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィー
ドバックのブロック図６００である。ＰＭＩは、誤り検出および／または誤り訂正のため
にＧグループに分かれる。ＥＣ（１）６２０は、ＰＭＩ＿１　６０２、ＰＭＩ＿２　６０
４およびＰＭＩ＿３　６０６に結合され、ＥＣ（２）６２２は、ＰＭＩ＿４　６０８、Ｐ
ＭＩ＿５　６１０およびＰＭＩ＿６　６１２に結合され、ＥＣ（Ｎ）６２４は、ＰＭＩ＿
Ｎ－２　６１４、ＰＭＩ＿Ｎ－１　６１６およびＰＭＩ＿Ｎ　６１８に結合される。ＰＭ
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Ｉ＿１　６０２、ＰＭＩ＿２　６０４およびＰＭＩ＿３　６０６およびＥＣ（１）６２０
は、１番目のチャネル符号化機能６３０によって符号化される。ＰＭＩ＿４　６１２、Ｐ
ＭＩ＿５　６１４およびＰＭＩ＿６　６１６は、ＥＣ（２）６２２とともに２番目のチャ
ネル符号化機能６４０によって符号化される。ＰＭＩ＿Ｎ－２　６１４、ＰＭＩ＿Ｎ－１
　６１６およびＰＭＩ＿Ｎ　６１８は、ＥＣ（Ｇ）８２４とともにＧ番目のチャネル符号
化機能６５０によって符号化される。誤り検査、誤り訂正、および誤り検出方法は、符号
化を要求するビット数に基づいて選択できる。ＥＣは、例えば、２４ビット、２０ビット
または１６ビットとすることができるＣＲＣを使用できる。ＥＣは、１６ビットより少な
いビットを有する単一パリティビットまたはブロックのパリティチェックビットも使用で
きる。ＥＣは、例えば、進化したパリティチェックなどの誤り検査および誤り検出方法も
使用できる。
【００５１】
　チャネル符号化機能６３０、６４０、６５０は、例えば、畳み込み符号化またはリード
ソロモン符号化を使用できる。ブロック符号化、ターボ符号化またはＬＤＰＣなどの他の
適切なチャネル符号化も使用されてよい。
【００５２】
　ＥＣビットは、いくつかのグループに分けることができ、ＥＣビットの各グループを、
同時または異なる時間にフィードバックまたは報知することができる。例えば、ＥＣの各
グループを、同じＴＴＩまたは異なるＴＴＩにおいてフィードバックまたは報知すること
ができる。各グループは、各グループのチャネル符号化を一緒にまたは別々に行った後報
知される。
【００５３】
　各ＰＭＩグループを、異なるＴＴＩにおいてまたは同じＴＴＩにおいて一緒に報知する
ことができる。各グループは、グループのチャネル符号化を別々に行った後報知される。
また、例えば、ＣＱＩ、ランク、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの他のフィードバックシグ
ナリングを使用できる。
【００５４】
　ＰＭＩ＿１　６０２、ＰＭＩ＿２　６０４、ＰＭＩ＿３　６０６およびＥＣ（１）６２
０を、ＴＴＩ（１）において報知することができる。ＰＭＩ＿４、ＰＭＩ＿５、ＰＭＩ＿
６およびＥＣ（２）を、ＴＴＩ（２）において報知でき、ＰＭＩ＿Ｎ－２、ＰＭＩ＿Ｎ－
１、ＰＭＩ＿ＮおよびＥＣ（Ｇ）を、例えばＴＴＩ（Ｇ）などのＴＴＩにおいて報知する
ことができる。
【００５５】
　誤り検出または誤り検査機構が動作しない場合または誤り検出または誤り検査機能が除
去された場合、ＥＣビットを結合することができない。ＰＭＩグループは、次に、ＥＣビ
ットを用いずに報知することができる。ＰＭＩグループ１（ＰＭＩ＿１　４０２、ＰＭＩ
＿２　４０４、ＰＭＩ＿３　４０６）を、ＴＴＩ（１）において報知でき、ＰＭＩグルー
プ２（ＰＭＩ＿４　４１０、ＰＭＩ＿５　４１２、ＰＭＩ＿６　４１４）を、ＴＴＩ（２
）において報知でき、ＰＭＩグループＧ（ＰＭＩ＿Ｎ－２　４１８、ＰＭＩ＿Ｎ－１　４
２０、ＰＭＩ＿Ｎ　４２２）を、ＴＴＩ（Ｇ）において報知することができる。各報知グ
ループは、別々のチャネル符号化を有することができる。
【００５６】
　ＰＭＩグループの数がＰＭＩ（Ｇ＝Ｎ）の数に等しい場合、各ＰＭＩグループ当たり１
つのＰＭＩが存在する。各ＰＭＩを、ＥＣ（例えば、ＣＲＣ）ビットに結合して、別々に
符号化できる。各ＰＭＩを、異なる回数で報知することができる。ＰＭＩ＿１　７０２、
ＰＭＩ＿２　７０４およびＰＭＩ＿Ｎ　７０６を、異なるＴＴＩにおいて報知することが
できる。例えば、ＰＭＩ＿１　７０２は、ＴＴＩ（１）において報知でき、ＰＭＩ＿２　
７０４は、ＴＴＩ（２）において報知でき、ＰＭＩ＿Ｎ　７０６は、ＴＴＩ（Ｎ）におい
て報知することができる。フィードバックまたは報知は、制御タイプのチャネル（例えば
、ＰＵＣＣＨ(physical uplink control channel)）によって起きることがある。
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【００５７】
　あるいは、ＰＭＩ＿１　７０４、ＰＭＩ＿２　７０、ＰＭＩ＿Ｎ　７０６を、同時に報
知することができる。例えば、ＰＭＩ＿１　７０４からＰＭＩ＿Ｎ　７０６までを、単一
のＴＴＩにおいて報知することができる。これは、データタイプのチャネル（例えば、Ｐ
ＵＳＣＨ）により多くのビットを処理する機能があるため、データタイプのチャネル（例
えば、ＰＵＳＣＨ）によって起きることがある。例えば、ＣＱＩ、ランク、およびＡＣＫ
／ＮＡＣＫなどの他のフィードバック信号は、ＰＭＩの有無にかかわらずに使用できる。
【００５８】
　図７は、さらに別の実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィー
ドバックのブロック図である。ＰＭＩは、Ｇ＝Ｎを用いて、誤り検査および誤り検出のＧ
グループに分けられる。ＰＭＩ＿１　７０２は、誤り検査ビットＥＣ（１）７１２に結合
され、ＰＭＩ＿２　７０４は、ＥＣ（２）７１４に結合され、ＰＭＩ＿Ｎ　７０６は、Ｅ
Ｃ（Ｎ）７１６に結合される。各ＰＭＩ／ＥＣの組は、チャネル符号化機能７２０によっ
て符号化される。適切な誤り検査、誤り訂正、および誤り検出のスキーマを使用すること
ができ、符号化に要求されるビット数に基づくことができる。例えば、特定のＥＣは、例
えば、２４ビットＣＲＣ、短いビット長のＣＲＣ、単一パリティビットまたはブロックの
パリティチェックビットなどのＣＲＣを使用することができる。チャネル符号化は、例え
ば、リードソロモン符号化を使用することができる。長いビット長のＣＲＣまたは他のパ
リティチェックスキーマなど他の適切な誤り検査および誤り検出を使用することができる
。ブロック符号化、畳み込み符号化、ターボ符号化またはＬＤＰＣなどの他の適切なチャ
ネル符号化も使用することができる。
【００５９】
　周波数選択性の報知を使用して、ＰＭＩ＿１　７０２を、ＴＴＩ（１）において報知で
き、ＰＭＩ＿２　７０４を、ＴＴＩ（２）において報知でき、ＰＭＩ＿Ｎ　７０６を、Ｔ
ＴＩ（Ｎ）において報知することができる。これらのＰＭＩを、制御タイプのチャネル（
例えば、ＰＵＣＣＨ）によって報知することができる。あるいは、ＰＭＩ＿１からＰＭＩ
＿Ｎまでを、データタイプのチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）によって単一のＴＴＩにお
いて報知することができる。例えば、ＣＱＩ、ランク、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの他
のフィードバッックシグナリングを使用できる。
【００６０】
　図８は、さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩ
フィードバックのブロック図である。ＥＣ（１）８１２は、ＰＭＩ＿１　８０２に使用で
き、ＥＣ（２）８１４は、ＰＭＩ＿２（８０４）に使用でき、ＥＣ（Ｎ）８１６は、ＰＭ
Ｉ＿Ｎ（８０６）に使用できる。ＰＭＩおよびＥＣは、チャンネル符号化機能８２０によ
って別々に、または一緒のいずれかで符号化される。
【００６１】
　ＰＭＩ＿１　８０２を、ＴＴＩ（１）において報知でき、ＰＭＩ＿２　８０４を、ＴＴ
Ｉ（２）において報知でき、ＰＭＩ＿Ｎ　８０６を、ＴＴＩ（Ｎ）において報知すること
ができる。ＰＭＩ＿１　８０２、ＰＭＩ＿２　８０４およびＰＭＩ＿Ｎ　８０６を、別々
に符号化し、異なるまたは同じＴＴＩにおいて報知することができる。あるいは、ＰＭＩ
＿１　８０２、ＰＭＩ＿２　８０４およびＰＭＩ＿Ｎ　８０６を、一緒に符号化し、分割
して、異なるＴＴＩにおいて報知することができる。さらに、ＰＭＩ＿１　８０２、ＰＭ
Ｉ＿２　８０４およびＰＭＩ＿Ｎ　８０６を、一緒に符号化し、同じＴＴＩにおいて報知
することができる。あるいは、ＰＭＩ＿１　８０２、ＰＭＩ＿２　８０４およびＰＭＩ＿
Ｎ　８０６を、異なる保護スキーマを用いて別々に符号化し、同じＴＴＩにおいて報知す
ることができる。ＣＱＩ、ランク、およびＡＣＫ／ＮＡＣＫも使用できる。
【００６２】
　図３から図８に、ＰＭＩに対する誤り検査、符号化、およびフィードバックを表示し、
単一の種類のフィードバック信号を示す。ＣＱＩおよび他の種類のフィードバック信号は
、ＰＭＩの代わりに使用することができる。



(16) JP 2010-527184 A 2010.8.5

10

20

30

40

50

【００６３】
　図９から図１２に、誤り検査、符号化、２以上の種類のフィードバック信号に対する送
信およびフィードバックを表示する。図９から図１２は、以下に詳細に論ずる。
【００６４】
　ＰＭＩフィードバックおよび他の種類の制御シグナリングを、同じまたは異なる誤り検
査を用いて別々に誤り検査を行い、その後一緒に符号化することができる。例えば、ＰＭ
Ｉとすることができる１番目の種類のフィードバック信号を、２４ビットＣＲＣなどのＣ
ＲＣとすることができる１番目のＥＣに結合することができる。ＣＱＩとすることができ
る２番目の種類のフィードバック信号を、同じＥＣに結合することができる。
【００６５】
　別の例において、ＰＭＩとすることができる１番目の種類のフィードバック信号を、２
４ビットＣＲＣなどのＣＲＣとすることができるＥＣに結合できる。２番目の種類のフィ
ードバック信号を、２番目のＥＣに結合でき、１６ビットＣＲＣとすることができる。
【００６６】
　一般的に、異なる誤り検査および／または誤り訂正は、異なる種類のフィードバック信
号または同じ種類の異なるフィードバック信号に使用することができる。どの誤り検査お
よび／または誤り訂正を使用すべきかの選択は、オーバーヘッドに対するロバスト性の設
計上の判断に関わる。長いビット長のＣＲＣであれば、その分保護を強固にできるが、よ
り多くのビットも生じる。従って、ある種類のフィードバック信号が、別の種類のフィー
ドバック信号よりも重要な場合、強固な誤り検査および／または誤り訂正機能をより重要
な種類のフィードバック信号に提供することができる。同じ種類のフィードバック信号に
対しても同様に、あるフィードバック信号またはフィードバック信号のグループが、別の
フィードバック信号またはフィードバック信号のグループよりも重要な場合、強固な誤り
検査および／または誤り訂正機能をより重要なフィードバック信号またはフィードバック
信号のグループに提供することができる。
【００６７】
　上記に与えられた例示について再度説明するが、ＰＭＩとすることができる１番目のフ
ィードバック信号が、ＣＱＩとすることができる２番目のフィードバック信号よりも重要
な場合、高度な誤り検査および誤り検出機能を有する長いビット長のＣＲＣをＰＭＩに使
用することができ、低い誤り検査および誤り検出機能を有する短いビット長のＣＲＣをＣ
ＱＩに使用することができる。
【００６８】
　異なる誤り検査および／または誤り訂正機能をフィードバック信号に適用することは、
重要なフィードバック信号を保護し、リンク性能を最適化して、シグナリングオーバーヘ
ッドを最小限にすることができる。
【００６９】
　図９は、さらに別の代替的実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩ
フィードバックと、誤り検査および誤り訂正を用いたＣＱＩ(channel quality index)フ
ィードバックとのブロック図９００である。１番目のＥＣ９３０（例えば、ＣＲＣ）は、
ＰＭＩ＿１　９０２、ＰＭＩ＿２　９０４、ＰＭＩ＿３　９０６からＰＭＩ＿Ｎ　９０８
まで結合される。２番目のＥＣ９４０（例えば、ＣＲＣ）は、ＣＱＩ＿１　９１２からＣ
ＱＩ＿Ｍ　９１４まで結合される。ＰＭＩ信号９１０およびＣＱＩ信号９２０が結合され
たＥＣは、チャネル符号化機能９５０において一緒に符号化されて、単一の送信信号を生
成する。
【００７０】
　図９において、１番目のＥＣ９３０および２番目のＥＣ９４０は、同じにすることがで
きる。これは、等しい誤り検査および誤り防御を各フィードバック信号に与える。
【００７１】
　あるいは、１番目のＥＣ９３０および２番目のＥＣ９４０は、異なるものにできる。Ｃ
ＱＩフィードバックよりもＰＭＩフィードバックがシステム性能にとって重要な場合、１
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番目のＥＣ９３０は、よりロバストにできる。例えば、１番目のＥＣは、２４ビットＣＲ
Ｃとすることができ、２番目のＥＣは、１６ビットＣＲＣとすることができる。
【００７２】
　ＰＭＩフィードバック信号は、「広帯域」ＰＭＩ、「狭帯域」ＰＭＩ、「サブバンド」
ＰＭＩ、および／または平均化されたＰＭＩで構成することができる。同様に、ＣＱＩフ
ィードバック信号は、「広帯域」ＣＱＩ、「狭帯域」ＣＱＩ、「サブバンド」ＣＱＩ、お
よび／または平均化されたＣＱＩで構成することができる。また、図３から図８に示した
単一のフィードバックを含む実施形態と同様に、ＥＣビットおよびフィードバックビット
を、単一のＴＴＩにおいて送信でき、または複数のＴＴＩに分割できる。さらに具体的に
は、データタイプのチャネルがＴＴＩ当たりより多数のビットを処理することができるの
で、データタイプのチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨ）を使用して、単一のＴＴＩにおいて
フィードバックビットおよびＥＣビットを送信できる。
【００７３】
　また、フィードバックビットおよびＥＣビットに使用される符号化は、同じ重み付けを
用いて同じにでき、または異なる重み付けを用いて異なるものにできる。多くの実現でき
る符号化、送信および誤り検査の組み合わせがあることを当業者は認知する。
【００７４】
　図１０は、さらに他の実施形態にかかる、ＰＭＩおよびＣＱＩのフィードバックのブロ
ック図１０００である。フィードバック信号を、誤り検査ビットと一緒に結合でき、誤り
検査ビットと一緒に符号化できる。ＰＭＩ＿１　１００２からＰＭＩ＿１Ｎ　１００４ま
でを含む信号は、ＣＱＩ＿１　１０１２からＣＱＩ＿１Ｍ　１０１４までを含む信号とと
もにＥＣ結合／挿入機能１０２０に入力される。信号は、ＥＣ機能１０２０によって処理
され、単一の出力信号は、送信する前にチャネル符号化機能１０３０に入力される。
【００７５】
　ランクおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む、ＣＱＩ以外の制御シグナリングも使用すること
ができる。
【００７６】
　図１１は、さらに別の実施形態にかかる、誤り検査および誤り訂正を用いたＰＭＩフィ
ードバックと、誤り検査および誤り訂正を用いたＣＱＩフィードバックと、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫフィードバックとのブロック図１１００である。１番目のＥＣ１１１０は、ＰＭＩ＿
１　１１０２からＰＭＩ＿Ｎ　１００４まで結合される。２番目のＥＣ１１２０は、ＣＱ
Ｉ＿１　１１１２からＣＱＩ＿Ｍ　１１１４まで結合される。ＰＭＩ信号１１０６および
ＣＱＩ信号１１０６は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号１１３０を用いてチャネル符号化機能１１
４０に入力される。
【００７７】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック信号１１３０は、図１２のランクフィードバック信号
と置き換えることができる。あるいは、ランクフィードバック信号を、図１２に付加する
ことができる。
【００７８】
　図１２は、さらに別の実施形態にかかる、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを用いたＰＭＩフィードバ
ックおよびＣＱＩフィードバックのブロック図１２００である。ＣＱＩ、ＰＭＩおよびＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫを、一緒に符号化できるが、誤り検査を別々に行うことができない。ＰＭ
Ｉ＿１　１２０４からＰＭＩ＿Ｎ　１２０６までを含むＰＭＩ信号１２０２、ＣＱＩ＿１
　１２１４からＣＱＩ＿Ｍ　１２１６までを含むＣＱＩ信号１２１２、およびＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ信号１２２０は、ＥＣ結合／挿入機能１２３０に入力される。単一の信号出力は、
チャネル符号化機能１２４０によって処理されて、送信される。１つのＥＣ（例えば、Ｃ
ＲＣ）は、符号化および送信の前に組み合わされた信号に結合される。
【００７９】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック信号１２２０は、図１２のランクフィードバック信号
と置き換えることができる。あるいは、ランクフィードバック信号を、図１２に付加する



(18) JP 2010-527184 A 2010.8.5

10

20

30

40

50

ことができる。
【００８０】
　ＰＭＩ、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号は、異なる誤り検査および／またはエラー
防御を有することができる。例えば、ＰＭＩは、高度な誤り検査および／またはエラー防
御を有することができるが、ＣＱＩは、低い誤り検査および／またはエラー防御を有する
ことしかできない。ＰＭＩ、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫは、異なる誤り検査および／
または符号化スキーマを使用し、または同じ誤り検査および／または符号化スキーマを使
用する一方で、異なる誤り検査および／またはエラー防御を有することができる。異なる
重量をＰＭＩ、ＣＱＩおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号上で使用できる。異なる誤り検査およ
び／またはエラー防御は、異なる誤り検査および／または符号化スキーマ、または同じ誤
り検査および／または符号化スキーマを使用することによって実現できるが、等しくない
誤り検査および／または符号化またはエラー防御スキーマを使用することによって、異な
るフィードバックタイプの信号上の異なる重要な重み付けを用いて実現できる。これは、
例えば、ランクなどの他のフィードバックシグナリングに適用できる。
【００８１】
　同様に、ＰＭＩフィードバック信号は、「広帯域」ＰＭＩ、「狭帯域」ＰＭＩ、「サブ
バンド」ＰＭＩ、および／または平均化されたＰＭＩによって構成することができる。同
様に、ＣＱＩフィードバック信号は、「広帯域」ＣＱＩ、「狭帯域」ＣＱＩ、「サブバン
ド」ＣＱＩ、および／または平均化されたＣＱＩで構成することができる。
【００８２】
　　（実施形態）
　１．ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であっ
て、ＰＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、前記ＰＭＩを誤り検査してＥＣ(e
rror check)ビットを生成すること、前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを符号化すること
と、および前記符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットを送信することを備える方法。
　２．複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化することをさらに備える実施形態１に
おける方法。
　３．前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、前記ＥＣビットを生成する
ことをさらに備える実施形態１または２における方法。
　４．前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成す
ることであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭＩグループに結合され
ること、前記結合されたＥＣビットを、対応するＰＭＩグループを用いて符号化すること
をさらに備える実施形態１または２にいずれかにおける方法。
　５．前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成す
ることであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭＩグループに結合され
ること、前記ＰＭＩグループの符号化の後に前記ＥＣビットを符号化することをさらに備
える実施形態２乃至４のいずれかにおける方法。
　６．複数の符号化機能を提供することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれが、
前記複数のＰＭＩグループの１つと関連付けられること、および関連付けられた符号化機
能を用いて、前記複数のＰＭＩグループおよび関連付けられたビットを符号化することを
さらに備える実施形態４または５における方法。
　７．ＰＭＩグループの数は、ＥＣビットの数に等しい実施形態３乃至６のいずれかにお
ける方法。
　８．それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および前記ＥＣビットを
用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化することをさらに備える実施形態３乃至７のい
ずれかにおける方法。
　９．それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および前記ＥＣビットと
は別に前記複数のＰＭＩグループを符号化することをさらに備える実施形態３乃至８のい
ずれかにおける方法。
　１０．制御インデックスを提供すること、前記制御インデックスを誤り検査して２番目
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のＥＣビットを生成すること、および前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを、前記制御イン
デックスおよび前記２番目のＥＣビットを用いて符号化することをさらに備える実施形態
１乃至９のいずれかにおける方法。
　１１．誤り検出信号を提供すること、および前記ＰＭＩ、前記制御インデックス、前記
ＥＣビット、および前記２番目のＥＣビットおよび前記誤り検出信号を符号化することを
さらに備える実施形態１０における方法。
　１２．前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号で
ある実施形態１１における方法。
　１３．ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であ
って、ＰＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、制御インデックスを提供するこ
と、前記ＰＭＩおよび前記制御インデックスを誤り検査して、ＥＣ(error checking)ビッ
トを生成すること、および前記ＰＭＩ、前記制御インデックスおよびＥＣビットを符号化
することを備える方法。
　１４．前記符号化されたＰＭＩ、制御インデックスおよびＥＣビットを基地局に送信す
ることをさらに備える実施形態１３における方法。
　１５．前記制御インデックスは、ＣＱＩ(channel quality index)である実施形態１３
または１４における方法。
　１６．ＰＭＩ(precoding matrix index)を判定し、前記（ＰＭＩ）を誤り検査してＥＣ
(error check)ビットを生成し、および前記ＰＭＩおよび前記ＥＣを符号化するように構
成されたプロセッサと、符号化された前記ＰＭＩおよび前記ＥＣを送信するように構成さ
れた送信器とを備えるＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)。
　１７．前記プロセッサは、複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化するようにさら
に構成される実施形態１６におけるＷＴＲＵ。
　１８．前記プロセッサは、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、前記
ＥＣビットを生成するようにさらに構成される実施形態１７におけるＷＴＲＵ。
　１９．前記プロセッサは、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数
のＥＣビットを生成することであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭ
Ｉグループに結合され、および前記結合されたＥＣビットを前記対応するＰＭＩグループ
を用いて符号化するように構成される実施形態１７または１８におけるＷＴＲＵ。
　２０．前記プロセッサは、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数
のＥＣビットを生成することであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭ
Ｉグループに結合され、および前記ＰＭＩグループを符号化した後に前記ＥＣビットを符
号化するように構成される実施形態１７乃至１９のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
　２１．前記プロセッサは、複数の符号化機能を判定することであって、前記複数の符号
化機能のそれぞれは、前記複数のＰＭＩグループの１つと関連付けられ、および前記複数
のＰＭＩグループおよび関連付けられたＥＣビットのそれぞれを、関連付けられた符号化
機能を用いて符号化するように構成される実施形態２０または２１におけるＷＴＲＵ。
　２２．ＰＭＩグループの数は、ＥＣビットの数に等しい実施形態１９乃至２１のいずれ
かにおけるＷＴＲＵ。
　２３．前記プロセッサは、それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
前記ＥＣビットを用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構成される
実施形態１９乃至２２のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
　２４．前記プロセッサは、それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
前記ＥＣビットとは別に前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構成される
実施形態１９乃至２３のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
　２５．前記プロセッサは、制御インデックスを判定し、前記制御インデックスを誤り検
査して２番目のＥＣビットを生成し、および前記制御インデックスおよび前記２番目のＥ
Ｃビットを用いて前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを符号化するようにさらに構成される
実施形態１６乃至２３のいずれかにおけるＷＴＲＵ。
　２６．前記プロセッサは、誤り検出信号を判定し、および前記ＰＭＩ、前記制御インデ
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ックス、前記ＥＣビット、前記２番目のＥＣビットおよび前記誤り検出信号を符号化する
ようにさらに構成される実施形態２５におけるＷＴＲＵ。
　２７．前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号で
ある実施形態２５または２６におけるＷＴＲＵ。
　２８．ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であ
って、前記フィードバックビットを誤り検査するフィードバックビットを提供して、ＥＣ
(error check)ビットを生成すること、前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビット
を符号化すること、および前記符号化されたフィードバックビットおよびＥＣビットを送
信することを備える方法。
　２９．複数のフィードバックビットをフィードバックグループにグループ化することを
さらに備える実施形態２８における方法。
　３０．前記複数のフィードバックグループのそれぞれを誤り検査して、前記ＥＣビット
を生成することをさらに備える実施形態２８または２９における方法。
　３１．前記フィードバックビットは、ＰＭＩ(precoding matrix index)を備える実施形
態２８乃至３０のいずれかにおける方法。
　３２．前記フィードバックビットは、ＣＱＩ(channel quality index)を備える実施形
態２８乃至３１のいずれかにおける方法。
　３３．前記フィードバックビットは、ランクを備える実施形態２８乃至３２のいずれか
における方法。
　３４．前記フィードバックビットは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge
)を備える実施形態２８乃至３３のいずれかにおける方法。
　３５．前記ＥＣビットは、ＣＲＣ(cyclic redundancy check)を備える実施形態２８乃
至３４のいずれかにおける方法。
　３６．前記フィードバックビットを用いて前記ＥＣビットを符号化することをさらに備
える実施形態２８乃至３５のいずれかにおける方法。
　３７．前記ＥＣビットとは別に前記ＥＣビットを符号化することをさらに備える実施形
態２８乃至３６のいずれかにおける方法。
　３８．前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットを単一のＴＴＩ(transmission 
time interval)において送信することをさらに備える実施形態２８乃至３７のいずれかに
おける方法。
　３９．前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットを別々のＴＴＩにおいて送信す
ることをさらに備える実施形態２８乃至３８のいずれかにおける方法。
　４０．前記フィードバックビットおよび前記ＥＣビットの一部を単一のＴＴＩにおいて
送信することをさらに備える実施形態２８乃至３９のいずれかにおける方法。
　４１．前記複数のフィードバックグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビッ
トを生成することであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのフィードバック
グループに結合され、および前記フィードバックグループの符号化の後に前記ＥＣビット
を符号化することをさらに備える実施形態２９乃至４０のいずれかにおける方法。
　４２．複数の符号化機能を提供することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれは
、前記複数のフィードバックグループの１つと関連付けられ、および関連付けられた符号
化機能を用いて前記複数のフィードバックグループおよび関連付けられたＥＣのそれぞれ
を符号化することをさらに備える実施形態４１における方法。
【００８３】
　特徴および要素は、特定の組み合わせにおいて上記に説明されるが、それぞれの特徴ま
たは要素は、他の特徴および要素を用いずに単独で用いる、または他の特徴および要素の
有無にかかわらずさまざまな組み合わせにおいて使用することができる。本明細書に与え
られる方法またはフロー図は、汎用コンピュータまたは汎用プロセッサによって実行され
るコンピュータ読み取り可能記憶媒体に構成されるコンピュータプログラム、ソフトウェ
ア、またはファームウェアに実装できる。コンピュータ読み取り可能記憶媒体の例は、Ｒ
ＯＭ(read only memory)、ＲＡＭ(random access memory)、レジスタ、キャッシュメモリ
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、半導体メモリ装置、内部ハードディスクおよび取り外し可能ディスクなどの磁気媒体、
磁気光媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスクおよびＤＶＤ(digital versatile disks)など
の光媒体を含む。
【００８４】
　適用するプロセッサは、一例において、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、標準プロセ
ッサ、ＤＳＰ(digital signal processor)、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア内蔵
の１または複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ
(Application Specific Integrated Circuits)、ＦＰＧＡ(Field Programmable Gate Arr
ays)回路、任意の他の種類のＩＣ(integrated circuit)、および／またはステートマシン
を含む。
【００８５】
　ソフトウェアと関連するプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ(transmit receive unit)、
ＵＥ(user equipment)、端末、基地局、ＲＮＣ(radio network controller)、または任意
のホストコンピュータに使用するための無線周波数トランシーバを実装できる。ＷＴＲＵ
は、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオフォン、スピーカフォン、振動装置、スピ
ーカ、マイクロフォン、テレビ受信器、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、ブルー
トゥース（登録商標）モジュール、ＦＭ(frequency modulated)無線装置、ＬＣＤ(liquid
 crystal display)ディスプレイ装置、ＯＬＥＤ(organic light-emitting diode)ディス
プレイ装置、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤ、インタ
ーネットブラウザ、および／または任意のＷＬＡＮ(wireless local area network)また
はＵＷＢ(Ultra Wide Band)モジュールなどのハードウェアおよび／またはソフトウェア
に実装されるモジュールとともに使用できる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月4日(2010.1.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＷＴＲＵ(wireless transmit receive unit)におけるフィードバックの方法であって、
　ＰＭＩ(precoding matrix index)を提供すること、
　前記ＰＭＩを誤り検査してＥＣ(error check)ビットを生成すること、
　前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを符号化すること、および
　前記符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットを送信すること
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化し、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれ
を誤り検査して、前記ＥＣビットを生成すること、
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つは、それぞれのＰＭＩグループに結合されるこ
と、および
　前記複数のＥＣビットの少なくとも１つを、対応するＰＭＩグループを用いて符号化す
ること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　複数の符号化機能を提供することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれが、前記
複数のＰＭＩグループの１つのＰＭＩグループと関連付けられること、および
　関連付けられた符号化機能を用いて、前記複数のＰＭＩグループおよび関連付けられた
ビットを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および
　前記複数のＥＣビットを用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行うこと、および
　前記複数のＥＣビットとは別に前記複数のＰＭＩグループを符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　制御インデックスを提供すること、
　前記制御インデックスを誤り検査して２番目のＥＣビットを生成すること、および
　前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビットを、前記制御インデックスおよび前記２番目のＥＣビ
ットを用いて符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　誤り検出信号を提供すること、および
　前記ＰＭＩ、前記制御インデックス、前記ＥＣビット、前記２番目のＥＣビットおよび
前記誤り検出信号を符号化すること
　をさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号であるこ
とを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ＰＭＩ(precoding matrix index)を判定し、前記（ＰＭＩ）を誤り検査してＥＣ(error
 check)ビットを生成し、および前記ＰＭＩおよび前記ＥＣビット符号化するように構成
されたプロセッサと、
　前記符号化されたＰＭＩおよびＥＣビットを送信するように構成された送信器と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ(wireless transmit/receive unit)。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、
　複数のＰＭＩをＰＭＩグループにグループ化し、前記複数のＰＭＩグループのそれぞれ
を誤り検査して、前記ＥＣビットを生成し、
　前記複数のＰＭＩグループのそれぞれを誤り検査して、複数のＥＣビットを生成するこ
とであって、前記複数のＥＣビットの１つがそれぞれのＰＭＩグループに結合され、およ
び
　前記対応するＰＭＩグループを用いて前記複数のＥＣビットの少なくとも１つを符号化
するようにさらに構成されることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記プロセッサは、
　複数の符号化機能を判定することであって、前記複数の符号化機能のそれぞれは、前記
複数のＰＭＩグループの１つのＰＭＩグループと関連付けられ、および
　前記複数のＰＭＩグループおよび関連付けられたＥＣビットのそれぞれを、関連付けら
れた符号化機能を用いて符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１０
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
　前記複数のＥＣビットを用いて前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構
成されることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、
　それぞれのＰＭＩグループの誤り検査を個別に行い、および
　前記ＥＣビットとは別に前記複数のＰＭＩグループを符号化するようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　制御インデックスを判定し、
　前記制御インデックスを誤り検査して２番目のＥＣビットを生成し、および
　前記制御インデックスおよび前記２番目のＥＣビットを用いて前記ＰＭＩおよび前記Ｅ
Ｃビットを符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項９に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、
　誤り検出信号を判定し、および
　前記ＰＭＩ、前記制御インデックス、前記ＥＣビット、前記２番目のＥＣビットおよび
前記誤り検出信号を符号化するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１４に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記誤り検出信号は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ(acknowledge/non-acknowledge)信号であるこ
とを特徴とする請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
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